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烏〈からす〉の森〈もり〉（三⽥市⼤原）

⼤原〈おおはら〉の⾥〈さと〉の国道に沿〈そ〉うたところに、こんもりとした森があります。
むかし、この⼟地に⼤原宗隆〈むねたか〉といって、つよい侍〈さむらい〉がおりました。家来〈けらい〉もたくさんおりました。このこんもりしている森
が、むかしの城跡〈しろあと〉であります。このお城の森に、毎⽇⼣⽅になるとたくさんの烏があつまって来て、がやがや鳴
〈な〉きながらけんかばかりしていて、ひるは淡路〈あわじ〉の島〈しま〉の海辺に、さかなをあさりにゆくのだといわれてい
ます。

城主⼤原宗隆には、とても美しいお姫様〈ひめさま〉がありました。
三⽥川をへだてた貴志〈きし〉の⾥には、貴志五郎四郎義⽒〈よしうじ〉といって、つよい豪族〈ごうぞく〉がおりましたが、
息⼦〈むすこ〉の嫁〈よめ〉にぜひにというので、このお姫様はお嫁にゆくことになりました。およめ⼊りの荷物は⼤へんなも
ので、⽥地〈でんじ〉だけでも三ヘクタールほど持参〈じさん〉したのでありました。
はじめのうちは若夫婦〈わかふうふ〉の間も仲〈なか〉がよいし、両家〈りょうけ〉のつきあいも円満〈えんまん〉であった
が、ふとしたことから不和〈ふわ〉になり、お姫様は実家〈じっか〉⼤原の⾥にかえって来ました。⽇々のお姫様のなげきを誰もなぐさめようがなかった
が、菩堤寺清原寺〈ぼだいじせいげんじ〉の坊さんがほとけの功徳〈くどく〉を説〈と〉いてなぐさめたので、やっとお姫様も気をとりなおして朝晩仏をお
がむようになり、ひる間〈ま〉は⼤磐若経〈だいはんにゃきょう〉六百巻〈かん〉の書き写〈うつ〉しをしました。紺紙⾦泥〈こんしきんでい〉といって紺
⾊〈こんいろ〉の紙に⾦〈きん〉で字を書いたのであります。この仕事は、⼆年や三年で出来る仕事ではないが、このお姫さんの根気〈こんき〉と熱⼼さに
よって⽴派〈りっぱ〉に出来あがりました。今でも清原寺の宝としておさめられています。

この不幸〈ふこう〉なお姫様に村⼈はみな同情していましたが、亡〈な〉くなってからお城のとなりの烏の森に、姫⼭神社というお社〈やしろ〉を建てて、
お姫様の霊〈れい〉をなぐさめました。
この烏の森の附近〈ふきん〉には、新しい住宅〈じゅうたく〉が建ちならんだが、この森はむかしながら烏のねぐらとなって夜通〈よどお〉し烏ががさがさ
とないています。
お姫様が、貴志〈きし〉にお嫁⼊りにもっていった⽥地〈でんじ〉はもちかえったが、貴志の⽔はもらわないというので、三⽥川の底〈そこ〉をサイホンで
通して、貴志の⽥地に⽔をおくっているということであります。
このお姫様の不縁〈ふえん〉のことがあってから、貴志と⼤原とは今でも縁組がなく、嫁のやりとりはないということであります。

この両村のよめのやりとりがないというのは、このお姫様の不縁のことばかりではなくて、⼟着〈どちゃく〉した⺠族〈みんぞく〉が、天孫〈てんそん〉⺠
族であるとか出雲〈いづも〉⺠族であるとかによるのかもしれません。秋祭りにおみこしの渡御〈とぎょ〉があるが、それぞれ両⽅の村から⾒えないよう
に、村中を巡る習慣〈しゅうかん〉になっています。

お問い合わせ

情報管理部広報係
電話番号︓078-331-9962
ファクス番号︓078-331-8022

⼀般財団法⼈  兵庫県学校厚⽣会
〒650-0012 神⼾市中央区北⻑狭通4-7-34  
電話番号︓078-331-9955（代表）

(C)⼀般財団法⼈ 兵庫県学校厚⽣会

https://www.kouseikai.or.jp/index.html
https://www.kouseikai.or.jp/index.html
https://www.kouseikai.or.jp/public/koho/kyozai/index.html
https://www.kouseikai.or.jp/public/koho/kohoshi/minwa/index.html
https://www.kouseikai.or.jp/public/koho/kohoshi/minwa/tanyu/index.html

